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２２

春
の
合
同
地
区
別
単
組
代
表
者
会
議

　

「
近
畿
・
中
四
国
地
区
合
同
（
２
月
２８
日
）」

２２

高
専
単
組
代
表
者
会
議
（
３
月
１
日
）

３３

論
壇
「
デ
ー
タ
と
仮
説
が
か
み
合
う
瞬
間

エ
ル
・
ニ
ー
ニ
ョ
は
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
洪
水
を
引

き
起
こ
す
か
」
香
川
大
学
教
育
学
部
教
授

寺
尾

徹

４４

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

・
神
戸
大
学

  

「
数
は
力
で
団
体
交
渉
頑
張
っ
て
い
ま
す
‼
」

・
滋
賀
県
立
大
学

  

「
組
合
サ
ロ
ン
」
や
「
お
灸
教
室
」
を
通
じ
た

　

交
流
の
場
づ
く
り

　

国
会
議
員
へ
の
要
請
に
先
立

ち
、
参
議
院
議
員
会
館
で
「
意

思
統
一
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、

医
療
３
単
産
を
代
表
し
て
日
本

医
労
連
の
佐
々
木
悦
子
委
員
長

が
「
過
酷
な
労
働
実
態
の
解
消

と
大
幅
賃
上
げ
の
実
現
に
は
、

個
別
医
療
機
関
の
経
営
努
力
だ

け
で
は
限
界
が
あ
る
。
国
に
よ

る
確
実
な
財
政
措
置
と
、
診
療

報
酬
の
10
％
以
上
の
抜
本
的
な

引
き
上
げ
が
不
可
欠
だ
」
と
力

強
く
行
動
提
起
を
行
い
ま
し

た
。

　

全
大
教
か
ら
は
、
国
立
大
学

病
院
が
置
か
れ
て
い
る
深
刻
な

実
態
を
報
告
し
ま
し
た
。
国
立

大
学
病
院
は
、
小
児
医
療
や
周

産
期
医
療
と
い
っ
た
不
採
算
な

が
ら
も
地
域
に
不
可
欠
な
政
策

的
医
療
、
お
よ
び
高
度
医
療
を

担
う
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
な
か
、
相
次
ぐ
物
価
高
騰

や
施
設
設
備
の
維
持
に
よ
る
経

営
圧
迫
は
限
界
に
達
し
て
い
ま

す
。
こ
の
ま
ま
で
は
「
教
育
・

研
究
の
時
間
が
削
ら
れ
る
だ
け

で
な
く
、
地
域
医
療
の
最
後
の

砦
と
し
て
の
機
能
さ
え
維
持
で

き
な
い
」
と
い
う
現
場
の
声
を

強
く
訴
え
ま
し
た
。
今
回
の
行

動
は
国
会
議
員
へ
の
要
請
が
中

心
で
し
た
が
、
今
後
は
厚
生
労

働
省
へ
の
要
請
や
記
者
会
見
も

予
定
し
て
い
ま
す
。

　

全
大
教
病
院
協
議
会
と
し
て

引
き
続
き
関
連
組
織
と
連
携

し
、
医
療
現
場
で
働
く
す
べ
て

の
教
職
員
の
労
働
環
境
と
待
遇

の
改
善
を
求
め
て
い
き
ま
す
。

誰
も
が
安
心
し
て
働
き
続
け
ら

れ
、
安
全
・
安
心
な
高
度
医
療

を
適
切
に
提
供
で
き
る
体
制
を

確
立
す
る
た
め
、
今
後
も
全
力

で
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
病
院
協
議
会
議
長
長
谷
川
信
）

　
３
月
４
日
、
全
大
教
、
日
本
医
労
連
、
自
治
労
連
で
構
成

す
る
「
医
療
３
単
産
」
は
「
26
春
・
中
央
行
動
」
を
展
開

し
ま
し
た
。
全
国
か
ら
集
結
し
た
３
０
０
人
を
超
え
る
医

療
・
介
護
・
福
祉
の
仲
間
と
と
も
に
国
会
議
員
へ
の
要
請

行
動
を
行
い
、
国
立
大
学
病
院
を
は
じ
め
と
す
る
医
療
現

場
の
危
機
的
状
況
を
直
接
、
国
政
の
場
へ
と
届
け
ま
し
た
。
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